裁判員制度に賛成
· 「意に反する苦役」からの観点
論点：裁判員制度が「苦役」にあたるかどうか

閉ざされた司法の世界に民意を取り入れることは、大変有意義であると思う。そもそも、「苦役」の定義が曖昧であり、納税・教育等々何が「苦役」なのかが分からなくなってくるのではないか。
· 表現の自由と秘密漏示罪からの観点
思想・良心の自由は無制限に保障されるが、表現の自由は「公共の福祉」に応じて一定の制限を受ける。少年法61条で、犯罪少年の実名報道が禁止されているように、（少年の健全な育成が本来の目的だが）プライバシーの権利が優先して保護されないといけない場合もある。
· 最高裁判所・下級裁判所の構成員からの観点
憲法は、最高裁判所に重きを置いているため、下級裁判所に民意が加わることを予め了承しており、どうしてもという場合は最高裁判所、としているのではないか。
· 被告人の裁判を受ける権利
論点：被告人はどのような裁判を望むのか
殺意をもって人を殺すには、浅いものから深いものまで様々な理由があるように思われる。感情に流されやすい市民、良く言えば被告人の情状をよく理解することが可能な市民に裁いてもらえる方が、被告人にとって最善の環境ではないのだろうか。
